
・ 水質浄化
・ 廃水処理
・ 過塩素酸塩除去

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 有害物質除去、過塩素酸イオン除去、高溶解性陰イオン除去、水質浄化

■ その他の研究紹介
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過塩素酸イオンの除去に有効な金属錯体ポリマー

本技術を応用することで、水溶液中から、テトラフルオロホウ酸イオン（BF４
-）、硝酸イオン（NO3

-）の
除去も検討を進めています。

銅イオンと bitb と呼ぶ有機化合物から合成した Cu-bitb ポリマーは、水溶液中の過塩素酸イオンを選択的に
認識し、これを捕捉した分子カプセルに変化する。また、Cu-bitbポリマー自身は水にも有機溶媒にも不溶である
ため処理水を汚染すること無く、しかも除去に伴い青色が紫色に変化する、世界で初のセンサー活性を有する。

これまでの陰イオン交換樹脂を用いた方法に比べ除去速度が早く、かつ過塩素酸イオンに対して高選択的で、
また再生も容易な新しい過塩素酸イオン除去剤である。

・特筆すべき研究ポイント：
従来技術に比べて、迅速かつ高選択的に過塩素酸イオンを除去でき、また過塩素酸イオンの除去に伴いポリ

マーの色が青色から紫色に着色する、というセンサー活性を有する。
・新規研究要素： （世界初あるいは日本初など）

本来、有効な除去剤が無かった過塩素酸イオンを、分子レベルでカプセルに取り込んで沈殿除去させる、世界
で初めての除去法である。例えば、過塩素酸イオンの除去法については百を超える手法が報告されているが、
本手法はこれまでのどの方法とも異なる新しい除去法である。
・従来技術との差別化要素・優位性：

従来の陰イオン交換樹脂に比べて除去速度が早く、また選択性が高いだけでなくポリマーの再生が容易という
点で、従来技術に比して優位性が認められる。
・特許等出願状況：

「過塩素酸イオン捕捉剤」（国際出願） WO 2008/029804 A1
「水の浄化方法、水の浄化装置、及び水の浄化セット」特願2008-055240

・材料由来のVOC測定
・新築住宅内VOC測定
・バイオマスの炭化、賦活

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 住環境、健康、生活、環境分析

■ その他の研究紹介
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早成バイオマス・ケナフ炭化物による
室内ホルムアルデヒドの低減

過去に取り組んでいた研究
・室内空気中に存在する放射性物質（ラドン、Rn）に関する研究
・住宅の換気回数と、気密度（有効開口面積（隙間））に関する研究
・建築材料から放散する揮発性有機化合物（ＶＯＣ）及び新築住宅室内ＶＯＣに関する研究

実際の住空間での汚染物質の実態調査を、捕集管により行う。また低減策のモデル実験として、低温恒温器
中のデシケータ中において、ホルムアルデヒドなどのバイオマス及びバイオマス炭化物の吸着能による低減効
果を明らかにする。ケナフは早成植物で、半年あまりで２ｍ近くに成長するため、大きいボリュームのバイオマス
資源の安定した供給が可能である。ケナフは外来種であるが、その種子は鋭いトゲを有し鳥に食されることもな
く、ほぼ真下に落下する事から、限られたスペース内で栽培すれば生態系への影響はないとされている。また一
方で、間伐材は大量のバイオマス資源であるが、林業自体後継者が不足しており、間伐の作業は現状では不定
期にボランティア等で行われており、定常的に安定した供給を行い難い状況にある。またケナフはその材質特性
から軽く、比較的柔らかく、取り扱いがしやすく、加工も非常に容易である。このことを考慮しても、ケナフを利用
することは非常に有意義であると考えられる。また、ケナフ自体の組織構造的特徴から、非常に多孔質体であり、
多大な吸着能力を有していることが期待される。栽培事態も容易で、ケナフを炭化して商品化した場合にも低コ
スト化を実現できる。一方で、実際の新築住宅内におけるホルムアルデヒドの問題は沈静化しつつあるが、居住
者が持ち込む家具類には規制がかけられていないため、家具や調度類内部におけるホルムアルデヒドによる汚
染は深刻であり、衣類や食器類に付着したホルムアルデヒドのにおいによる苦情は後を絶っていないのが現状
である。本研究では、調度類内のホルムアルデヒド濃度の実態を把握しつつ、ケナフ炭化物の吸着能を実証し、
実際の調度類内ホルムアルデヒド濃度低減し、より快適な日常生活を送ることを可能にする。

新築住宅内におけるＶＯＣなどの汚染物質については、様々な研究者によってその解決策が模索されている。
しかし、家具などの内部についてのデータなどについては得られていない。それらの基礎的なデータ及び解決策
の指針が得られることが可能であると考えられる。また、身近な問題でありながら、シックハウスという問題に隠
れてきた家具などの中における空間の空気汚染問題を、一般家庭で簡便に解決できるということを念頭に、入手
しやすい材料で吸着させることにより解決できるものと考えられる。従って、身近にあるバイオマスを利用し、汚
染物質濃度の低減を可能にする。

建造物用壁・床材

塗料

接着剤

ＶＯＣ ホルムアルデヒド

揮発成分
シックハウス問題

バイオマス・炭化物

吸着
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